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|シリーズ地名を訪ねて⑧| 徳、 森
スクナ ヒコナノ ミコト

大)91111地方の伝説によると、出雲から当地方を訪れた少彦名命は、肱川の流れに足をとられ不慮の死をとげ

ました。その命が休患をしていたところを尊い場所として 、 『尊の森』と名伯けました。しかし 、水害など

により作物の不作が続き、いつしか吋員の森』と称されるようになってしまいました。そこで、命の徳をた

たえ 、富に恵まれるようにと、近世になって 「徳森JJ(トクノモリ )と改められました。このほかに、 少彦名
スサノウノミコ ト

命ではなく素妻鳴尊だったという説もあります。

今月号のみどころ

0いきいき長生き楽しい人生……P.2-3 

0大洲市の財政事情 …一……'''P.4-5 

0広域農道が開通-……ー ………......P.6

0観光イモ園オープン……ー・・・・・…"'P.7

0宅地分譲のお知らせー…………ー…P.8 

0市営住宅入居者を募集・・-…-………P.l1

今月の納税は

国民健康保険税

2期

納期は 9月30日です

市民のうごき

平成8年 7月31日現在

人口 39，176人 (十49)

男 18，708人 (+25) 

女 20，468人 (+24) 

世帯数 13，832世帯 (-1 ) 

|面 積 240.99平方キロメートル



議議必噂基金鋭機必噂議機縄経訟議鵜必噂益金構

楽しい人生

平
成
八
年
七
月
末
日
現
在
、
大
洲
市
内
に
住

む
九
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
数
は
二
百
十
四
人

(
う
ち
男
性
五
十
五
人
、
女
性
百
五
十
九
人
)

昨
年
と
比
べ
る
と
三
人
増
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
老
齢
人
口
比
率

中

岡

久
米
山

山

田

池

田

高

橋

ノハ亀スア
ブル エイ
ヨエ子マノ

八野野西菅
多大
喜 田 田 洲 田

町----
(ここに掲げるお名前は 8月1日現在のものです。年齢計算日は 9月l日です。)

【
九
十
六
歳
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ハ
ル
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(
柚

ナ
カ
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(
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キ
ク
ヱ
(
徳

田福野

森口木

藤胸中

で、

{
九
十
五
歳
}

ま
た
、

(
人
口
の
中
で

六
十
五
歳
以
上
の
人
の
占
め
る
割
合
)

二
0
・
一
五
%
に
達
し
て
い
ま
す
。
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長生き

平成8年の高齢者の皆さん
男 性 女 性

木 戸 ，ムH、SE、J、i 田 口 98歳 -EE目=> 万く トキヨ 成能 101歳

上 田 芳 文 市木 97歳 佐 子 ヨシヱ 徳森 100歳

泉 喜代一 田口 97歳 フ.it.木k 久 イt. イt 徳 森 100歳

織 田 兵 松 田口 96歳 酒 井 ヒサコ 春 賀 99歳

田 上 彦 市 徳森 96歳 出 メE』1 ミドリ 菅田 99歳

浦 岡 血Z 家 大洲 95歳 菊 ;也 ミツヨ 大洲 98歳

成 岡 康 男 上須戒 95歳 山 本 キミヱ 大洲 98歳

山 本 f患 ま佐 梅川 94歳 $:: ・ J11 歳 子 中村 98歳

矢 野 庄 松 大洲 94歳 大 野 房 子 宇 津 97歳

西 岡 一 阿蔵 94歳 松 本 キクヨ 若 宮 97歳

呂 本 ぷ'日!、トE、ペ、二 iI¥tr 平T 八多喜町94歳 菊 地 モモヨ 菅田 97歳

奥 野 安 隆新谷 93歳 衣 笠 ふくゑ 中村 97歳

近 藤 イ衣 包 柳沢 93歳 メ-与7、 城 ヒ ナ 菅田 97歳

松 本 仲 衛: 大洲 93歳 山 本 キヌカ 田 口 97歳

.;;:口i、一 口 直 夫 菅田 93歳 堀 ナカヱ 大洲 97歳

河 内 祐 光 新谷町 93歳 松 田 ムラヱ 宇津 97歳

矢 野 猪 助 多田 93歳 'ノ仁白I、 岡 ヨシコ 新谷 97歳

武 内 好 ，申じ，、 新谷 93歳 田 中 フクヨ 西大洲 96歳

手口 気5南左衛門 菅田 93歳 中 J 1I 美 主悪 中村 96歳

東 田 '1苦 田口 92歳 山 本 /' ス 八多喜町96歳

池 田 円'*'，ヂF代 喜 市木 92歳 梶 fノIコ}、 喜美愛 上須戒 96歳

」申 中 平 松尾 92歳 j斐 /.五岳弓、 コモト 田口 96歳
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大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
の
増
進

の
た
め
、
「敬
老
年
金
」
と
「
シ

l
ツ」

を
贈
呈
し
ま
す
。

【
対
象
者
}

平
成
八
年
九
月
十
五
日
現
在
、
大

洲
市
に
引
き
続
き
=一
カ
月
以
上
住
所

の
あ
る
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人

①
敬
老
年
金
は
、
九
月
十
五
日
現
在

で
、
満
八
十
歳
以
上
の
人
(
大
正
五

年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)
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五
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九
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六
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ま
で
に
生
ま
れ
た
人
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受
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V
日
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十
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午
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j
午
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時
三
十
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V
場
所

肱
南
・
久
米
地
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市
役
所

一
階
ロ
ビ
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肱
北
・
喜
多
・
平
地
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
地
区

各
連
絡
所

V
持
参
品
印
鑑
・
通
知
の
は
が
き

※
シ
l
ツ
は
各
個
人
に
九
月
末
日
ま

で
に
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
宮
⑫
3
7
7
5

3 



平成 7年 4月 1日

~平成 8年 3月31日
平成 7年度

市の財政事情を
大
洲
市
長

桝

田

五且

ます

一般会計予算執行状況)

お知らせし

亡コ予算額:168億2，551万円

亡コ執行額 :155億九279万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に

平
成
七
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

よれノ、

雪~'--------'
己主百聞矛1
EEE庁雪
一一「EE

E E  
EEEE2日

37億7.577万円

34億8.618万円

仁コ 予算額:168億2，551万円

仁コ 執行額:164億1，534万円
出歳入

39億4.796万円
34億8.860万円

56億5，853万円
57億4，906万円

32億 535万円
33億 7，352万円

19倍、5.499万円

18億6，569万円

17億1.879万円
16億6，699万円

27億 420万円

23億5，580万円

18億1，607万円

15億 1，653万円

18億4，096万円

16億 443万円

8{)意6，387万円

8億5，301万円

14億8，511万円

14億4，701万円

8億 1，338万円

8億1，338万円

11億5，161万円

11億2，629万円

4億5，300万円

4億5，376万円

3億 9，854万円

3億8，910万円

4{:意 144万円

3億9，947万円

5億 5，178万円

4億 9，850万円

967万円

81万円

9{)曹
9{)意

40億:円30 20 10 。。10 20 30 40 50億円

4 

市 民 税 固定資産税 た ば こ 税 軽自動車税
項

制
£ロ』

陸優 盆t 

目
『 !Fl 計

金 額 16億9，597万円 14億4，992万円 l億7，209万円 5，554万円 33億7，352万円

1世帯当たり 124，110円 106，104円 12，593円 4，064円 246，871円

1人当たり 43，593円 37，269円 4，423円 1，427円 86，712円

構成比 50.3%  43.0% 5.1% 1.6% 100.0% 

市税と市民負担の状況
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(公債費の状況)
区分 借入先 件数 現 在高 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 127 68億2，430万円 499，400円 175，414円

自主 郵政省 53 26億7，878万円 196，032円 68，856円
dヨコ〉三、 その他 97 50億2，725万円 367，892円 129，222円
言十 小 計 277 145億3，033万円 1.063，324円 373，492円

特
大蔵省 33 29億9，582万円 219，232円 77，005円

別 郵政省 44 16億3，780万円 119，854円 42，099円

~ その他 17 11億6，103万円 84，964円 29，843円
計 小計 94 57億9.465万円 424，050円 148，947円

i口込 言十 371 203億2，498万円 1.487，374円 522，439円

(市有財産の状況)
手重 別 面 積 等

司~ー. 地 558.869rri 

山 林 2.830.251rri 

田 土田 118. 191rri 

雑 種 地 120，363rri 

建 物 200 ， 240rri 

立 木 63，567rri 

財 政 調 整 基 金

国民健康保険財政調整基金

土 地 開 発 基 金

その他特定目的基 金

出 資

よ口〉

特別会計

の状況

予算現額

収入済額

支 出済額

~ 

言十

愚
26億2，136万円

28億9，406万円

25億6.473万円

耳人乙 額

36億2，110万円

5，297万円

l億9，095万円

8億9，300万円

197億6，443万円

31:意5，342万円

8億5，678万円

4億1，894万円

6億2，084万円

13億6，885万円

3億6，825万円

36億3，366万円

国保診療所

調
2，593万円

2，127万円

2，268万円

差引 3億2，933万円 11ム 141万円

(一般会計性質別予算執行状況)
自平成 7年4月1日

至平成8年3月31日

繰出金 7億3，421万円
(4，7%) 

普通建設事業費

48億2，221万円
(31.0%) 

(事業会計の状況)

工業用水道

7.k 道

国民宿 舎

病 院

老人保健

隼単込
38億 420万円

34億 197万円

34億2，033万円

ム 1，836万円

総収益 総費用 当期純利益

762万円 521万円 241万円

5億9，523万円 51:章、4，035万円 5，488万円

9，770万円 9，769万円 l万円

25億7，809万円 26億2，210万円 ム 4，401万円

公共下水道事業 H交通傷害保障

9億8，830万円

12億9，708万円

12億 1，502万円

8，206万円

949万円

952万円

874万円

78万円

i 
住宅新築資金土地取得造成 簡易水道 農業集落排水 駐車場事業
等貸付事業

輸 週暗¥ 4地 続 固
1，411万円 l億 5，113万円 3億 3，107万円 2，215万円 5，061万円

839万円 l億 160万円 2億 9，718万円 1，947万円 5，000万円

839万円 1億 5，067万円 21意9，426万円 1，947万円 4，474万円

0万円 ム 4，907万円 292万円 0万円 526万円
) 



四分の1世紀をかけτ
盆線開通広

(総延長は28.7キロ)

大
洲
市
西
南
部
の
農
業
生
産
地
を

結
ぶ
基
幹
道
路
と
し
て
、
昭
和
四
十

六
年
度
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

た
広
域
農
道
「
大
洲
南
部
・
大
洲
南

部
E
L
の
全
線
が
完
成
し
、
六
月
十

一
日
に
西
大
洲
で
開
通
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
農
道
は
、
当
市
の
西
南
部
の

山
間
部
に
点
在
す
る
集
落
や
農
地
、

農
業
施
設
を
結
び
、
農
業
経
営
の
安

定
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
す
で
に
、

西
大
洲
か
ら
上
須
戒
に
か
け
て
は
、

昭
和
五
十
五
年
度
に
完
成
し
、
野
佐

来
か
ら
蔵
川
へ
通
じ
る
路
線
も
、
昭

和
五
十
六
年
度
に
開
通
し
た
荒
問
地

ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の

工
事
区
間
と
な
っ
た
、
西
大
洲
・
北

只
聞
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
総

延
長
二
十
八
・
七
キ
ロ
全
線
が
完
成

し
た
も
の
で
す
。市
街
地
か
ら
放
射
状

に
延
び
る
国
道
や
県
道
な
ど
の
主
要

道
路
に
対
し
て
、
こ
の
広
域
農
道
は
、

起
伏
の
多
い
山
間
部
の
集
落
を
縫
う

よ
う
に
結
び
、
移
動
に
用
す
る
時
間

の
短
縮
が
行
わ
れ
、
農
業
だ
け
で
な

く
生
活
道
路
と
し
て
の
役
割
り
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

沿
線
に
住
ん
で
い
る
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
み
ま
し
た
。

村越マサミさん

(上須戒)

昭
和
十
年
こ
ろ
結
婚
し
て
上
須
戒

に
来
ま
し
た
。
当
時
は
山
道
し
か
な

.

く
て
、
荷
物
を
オ
イ
コ
で
背
負
う
か

牛
の
背
中
に
積
ん
で
農
作
業
に
通
っ

た
も
の
で
す
。
広
域
農
道
が
で
き
て

生
活
が
変
わ
り
ま
し
た
。
耕
運
機
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
、
ど
こ
へ
行
く

の
も
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
は
歩
く
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

横田照夫さん

(蔵 }II)

広
域
農
道
の
構
想
は
村
上
市
長
時

代
か
ら
の
も
の
で
す
よ
ね
。
当
時
私

は
教
員
を
し
て
い
て
、
蔵
川
の
自
宅

に
帰
り
着
く
の
に
ず
い
分
時
聞
が
か

か
り
ま
し
た
。
荒
間
地
ト
ン
ネ
ル
が

で
き
、
通
勤
や
通
学
の
時
聞
が
短
縮

さ
れ
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

6 

市

民

会

館

大

ホ

ー

ル

改
修
工
事
が
完
成
し
ま
し
た

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
は
、
昭

和
四
十
三
年
以
来
各
種
の
文
化
活
動

に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
音
響

設
備
や
照
明
設
備
が
老
朽
化
し
て
使

い
づ
ら
く
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
、

平
成
七
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
、
そ

の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
予
定
よ
り
一
年
早
く
工
事
を
終

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
従
来
よ
り
も
格
段
仁
す
ば
ら

し
い
環
境
で
音
楽
や
舞
台
を
鑑
賞
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
改

修
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
天
井
反
射
板
の
ラ
イ
ト
組
み
込
み

ゃ
、
ソ
リ
ス
ト
用
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
の
取
り
付
け
に
よ
り
コ
ン
サ
ー

ト
時
の
照
明
を
改
善

愛
媛
の
観
鬼

ワ
バ
幻
ハ
バ
)
募
集

(
社
)
愛
媛
県
観
光
協
会
で
は
、

H

愛
媛
の
観
光
H

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
&
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
を
募
集
し
ま

す
。

。
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

O
応
募
方
法

{
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
}

は
が
き
裏
面
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
簡
単
な
理
由
、
住
所
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
職
業
、
氏
名
を
明
記
し

V
可
動
式
反
射
板
を
設
置
し
て
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
音

響
を
改
善

V
舞
台
照
明
設
備
を
交
換
、
増
設
し

て
照
度
の
向
上
と
操
作
性
、
演
出

性
を
強
化

V

ス
テ
ー
ジ
フ
ロ
ア
コ
ン
セ
ン
ト
の

交
換
、
増
設
に
よ
り
安
全
性
、
演

出
性
を
向
上

V
電
気
音
響
設
備
(
ス
ピ
ー
カ
ー
、

マ
イ
ク
な
ど
)
を
最
新
の
も
の
と

す
る

V
搬
入
口
ド
ア
の
改
修
、
リ
フ
ト
の

設
置
、
ピ
ア
ノ
庫
の
新
設
な
ど

V
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
の
新
設

て
く
だ
さ
い
。
は
が
き
一
枚
に
一
案
。

一
ン
ン
ボ
ル
マ

l
ク
}

A
四
版
の
白
色
用
紙
使
用
、
彩
色

は
自
由
、
天
地
(
上
下
)
を
明
記
、

裏
面
に
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、

氏
名
、
制
作
意
図
を
記
入
の
こ
と
。

O
賞入

選
各
一
点
(
賞
金
二
十
万
円
)

佳
作
各
二
点
(
賞
金
各
三
万
円
)

O
応
募
締
切
九
月
二
十
日
(
金
)

O
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒

7
9
1

松
山
市
大
可
賀
二
丁

目

l
l
m
(社
)
愛
媛
県
観
光
協
会

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
&
シ
ン
ボ
ル

マ
1
ク
募
集
係
、

T
E
L
・
F
A
X

ハU
o
o
n
u

・
Q
d
F
b
1
i

・
n
U
門

t
1
4
1
i



国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
退
職
者
医
療
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
L

会
社
な
ど
に
勤
め
て
退
職
し
、

国
保
に
加
入
し
て
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
六
十
九
歳
ま

で
の
人
は
、
退
職
被
保
険
者
と
し
て
、

そ
の
家
族
と
い

っ
し
ょ
に
、
退
職
者

医
療
制
度
に
よ
っ
て
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
資
格
は
、
年
金
受
給
権
が
発

生
し
た
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
世
帯
主

は
、
十
四
日
以
内
に
国
保
の
窓
口
に

届
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

退
職
被
保
険
者
の
条
件

一

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

二
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

三

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
(
国
民
年
金
は
除
く
)
の
受
給

者
で
、
そ
の
被
保
険
者
期
間
が
二

十
年
以
上
あ
る
か
、
ま
た
は
四
十

歳
以
降
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

退
職
者
医
療
制
度
の
給
付

一
退
職
被
保
険
者
(
本
人
)

入
院
・
外
来
と
も
医
療
費
の
八
十

%

(

自

己

負

担

二

十

%

)

二
被
扶
養
者
(
家
族
)

入
院
・
医
療
費
の
八
十
%

(
自
己
負
担
二
十
%
)

外
来
・
医
療
費
の
七
十
%

(
自
己
負
担
三
十
%
)

※
た
だ
し
、
入
院
時
に
お
け
る
食
事

代
は
、
定
額
負
担
で
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
国
保
係

官
⑪
2
1
1
1
(
1
6
5
)
ま
た
は
、

市
民
課
市
民
係

(
1
1
6
)
ま
で
。

入
院
時
の
食
事
代
の

標
準
負
担
額
を
改
定

入
院
中
の

一
日
の
食
事
に
か
か
る

費
用
の
一
部
負
担
額
が
、
平
成
八
年

十
月
か
ら
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま

す
。

住
民
税
課
税
世
帯

一
日
七
百
六
十
円

住
民
税
非
課
税
世
帯

九
十
日
ま
で
の
入
院

一
日
六
百
五
十
円

九
十
日
を
超
え
る
入
院

一
日

五

百

円

三

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
老
齢
福

祉
年
金
の
受
給
権
者

一
日

三
百
円

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

へ
は
、
申
請
に
よ
り
「
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
交

付
を
受
け
た
ら
保
険
証
と
い
っ
し
ょ

に
入
院
し
て
い
る
医
療
機
関
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
国
保
係

・
老
人
保
険
係
官
⑫
2
1
1
1
(
1

6
4
・
1
6
5
)
ま
で
。

今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築
お
よ
び

取
り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
実
地
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
取
り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家

屋
で
、
滅
失
の
登
記
を
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
調
査
漏
れ
に
な
り
、
取

り
こ
わ
さ
れ
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
該
当
家
屋
の
あ

る
人
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{
調
査
期
間
}

平
成
八
年
九
月
中
旬
か
ら

平
成
九
年

一
月
中
旬
ま
で

{
対
象
家
屋
】

平
成
八
年

一
月
二
日
以
降
に
新
増

築
し
た
家
屋
お
よ
び
取
り
こ
わ
し

た
家
屋

同
時
に
、
平
成
八
年
一
月
一
日
ま

で
に
取
り
こ
わ
し
を
し
た
家
屋
に
つ

い
て
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
取

り
こ
わ
し
を
し
た
後
、
市
の
家
屋
調

査
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
税
務

課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
2

6

・
1
2
7
)

下
水
道
広
げ
て
守
ろ
う
水
の
星

九
月
十
日
は
全
国
下
水
道
促
進
デ

l

水
害
防
止
の
た
め

ポ
ン
プ
場
を
建
設

公
共
下
水
道
地
区
内
の
浸
水
被
害

の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
雨
水
を
強

制
排
水
す
る
施
設
「
雨
水
ポ
ン
プ
場
L

を
八
尾
・
中
島
地
区
に
本
年
度
か
ら

平
成
十
年
ま
で
の
三
年
間
の
予
定
で

建
設
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川

の
流
れ
を
守
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
基
幹
的

な
施
設
で
す
。
肱
南
処
理
区
域
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、

一
日
も
早
く
汚

水
を
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
「
排

水
設
備
」
を
つ
く
り
、
清
潔
で
快
適

な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
工
事
を
す
る
と
き
は
、
必

ず
市
が
指
定
し
た
工
事
庖
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で

宮

(ω
2
1
1
1
(内
線
2
5
2
・

2
5
3
)
 

観
光
イ
モ
園
の
オ
ー
ブ
ン
は
九
月
二
十
八
日
@

澄
ん
だ
空
み
の
り
の
大
地

家
族
や
友
だ
ち
と
に
ぎ
や
か
に

楽
し
む
観
光
農
園
の
一
日

と
れ
た
て
の
お
い
し
い
秋

収
穫
の
よ
ろ
こ
び
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

一
王
催
}

松
久
保
野
菜
組
合
(
村
越
忠
雄
組

合
長
)
宮
⑫
1
1
8
1

{
場
所
}

大
洲
市
上
須
戒
松
久
保
団
地

{
開
園
}

九
月
二
十
八
日
出
か
ら
十
月
下
旬

(
土
・
日
・
祝
日
)

区
画
が
完
売
す
る
と
終
了
し
ま
す

{
料
金
}

一
区

画

千

百

円

※
団
体
で
予
約
の
場
合
は
、
平
日
で

も
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
の
即
売
も
し
て
い
ま

す
。
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宅

地

分

譲

の

お

知

S
せ

、、川'も

1 
、、 1，. 

大
洲
住
宅
協
会
は
、
次
の
よ
う
に

宅
地
を
分
譲
し
ま
す
。

。
分
譲
の
場
所
及
び
区
画
数

徳
森
(
住
宅
用
地
)
四
区
画

。
申
し
込
み
受
付
期
間

平
成
八
年
九
月
十
日
(
火
)

ー
九
月
二
十
日

(
金
)

食
中
毒
に
ご
用
心

危
険
な

0
・1
5
7・

全
国
的
に
病
原
性
大
腸
菌
0
・
1

5
7
に
よ
る
食
中
毒
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
次
の
事
に
気
を
つ
け

て
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

。
食
品
の
保
存
、
運
搬
、
調
理
は
衛

生
的
に
行
い
、
十
分
に
加
熱
す
る
。

O
食
品
を
扱
う
時
は
、
手
や
調
理
器

具
を
洗
剤
(
石
け
ん
)
で
十
分
に
洗

い
、
流
水
で
よ
く
す
す
ぐ
。

、、".ら

(
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
)

O
受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分

1
午
後
五
時

。
受
付
場
所

大
洲
市
役
所
二
階
・
大
洲
住
宅
協

会
事
務
所

。
分
譲
条
件

五
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
し
、
自

ら
が
入
居
す
る
年
齢
二
十
歳
以
上

の
人
。

(
そ
の
他
の
条
件
は
、
大

洲
住
宅
協
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

。
そ
の
他

申
し
込
み
は
、

一
世
帯
に
つ
き
、

一
区
画
と
し
ま
す
。
二
人
以
上
の

申
し
込
み
が
あ
る
場
合
は
、
抽
選

と
し
ま
す

0

0
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
役
所
二
階
・
大
洲
住
宅
協

会
事
務
所

宮
⑫
7
1
1
8

、、‘，1，-、p‘，"1 ， 

。
飲
料
水
の
衛
生
管
理
、
特
に
井
戸

水
や
受
水
槽
を
通
し
た
水
に
は
、
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

万

一
、
食
中
毒
に
か
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
と
き
は
、
た
だ
ち
に
医
師
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

出
血
を
伴
う
下
痢
、

血
尿
を
生
じ
た

場
合
に
は
、
病
原
性
大
腸
菌

0
・
1

5
7
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
患
者
の
便
を
処
理
す
る
場
合
に
は

ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
使
用
し
、
便
に
触

(事業所・企業統計調査にご協力を)

十
月

一
目
、
全
国

一
斉

に
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
切
な
基
礎
資
料
と
な

る
調
査
で
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
役
所
企
画
調
整

課
情
報
統
計
係

宮
⑫
2
1
1
1
内
線

3
7
9

れ
た
部
分
は
、
逆
性
石
け
ん
や
消
毒

用
ア
ル
コ

ー
ル
で
消
毒
す
る
。

。
便
で
汚
染
さ
れ
た
衣
類
は
、
煮
沸

や
薬
剤
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

。
患
者
が
風
呂
に
入
る
場
合
、
乳
幼

児
と
の
混
浴
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

病
原
性
大
腸
菌
0
・
1
5
7
も
他

の
食
中
毒
菌
と
同
じ
で
熱
に
弱
く
万

度
で

一
分
た
つ
と
死
ん
で
し
ま
い
、

ど
の
消
毒
剤
で
も
簡
単
に
死
に
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
保
健
所
衛
生
係
へ

。

宮
⑫
3
1
6
5

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

人
権
の
世
紀
を
め
ざ
し
て

(1) 

世
界
的
潮
流
の
中
で

町
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
出
か
け
ま

お

や

て

ひ

す
と
、
親
に
手
を
引
か
れ
た
、
よ
ち

あ
る

お
F
U

こ

み

よ
ち
歩
き
の
幼
子
を
、
ょ
以
見
か
け

ま
す
。
そ
の
か
つ
こ
う
が
何
と
も
ほ

ほ
え
ま
し
く
、
気
持
ち
が
な
ご
ん
で

よ

お

と

く
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
い
世
の
大

だ

し

ぜ

ん

カ
ん
じ
よ
う

人
た
ち
だ
れ
も
が
抱
く
自
然
の
感
情

と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
感

情
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う
。

b
た

し

-

-

三

一

ろ

&

か

き
っ
と
、
私
た
ち
の
心
の
中
に、

だ
い

た

〈

す

こ

「
次
拭
を
託
汁
均
子
炉
」ち
が
、
健
や

か
で
幸
吋
な
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
ぞ

と
い
う
願
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
限

あ
い
じ
よ
う

り
な
い
愛
情
と
な
っ
て
、
幼
子
た
ち

に
注
が
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

子
ら
の
幸
せ
を
願
う
大
人
た
ち
に

と
っ
て
)
何
よ
り
も
気
が
か
り
な
の

げ

ん

ざ

い

よ

は
、
現
在
の
世
の
中
、
こ
れ
で
い
い

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
白
の
よ

で

き

こ

と

し

ん

の心
γ
ぃ
狩
な
事
件
や
出
来
事
が
新

聞
紙
上
を
賑
わ
わ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
さ
さ
く
れ
だ
っ
た
状
況
で
、

じ
ん
げ
ん
し
ん
が
い

あ

と

た

い
じ
め
や
人
権
侵
害
貯
後
を
絶
ち
ま

吋
比
一や
も
う
こ
れ
以
上
、
私
た
吟
伯
、

報
害
者
に
な
り
た
く
な
い
し
、
加
害

者
に
も
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子

ぜ
い

舎

ら
の
生
き
る
二
十
一
世
紀
は
、
一
人

一
人
の
人
権
が
守
ら
れ
る
世
の
中
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
心
か
ら
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。
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人
権
と
同
和
教
育

こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ

っ
て、

一

さ

〈

ね

ん

が

つ

ニ

く

れ
ん
そ
一う
か
い

昨
年
の
十
二
月
に
、
国
連
総
会
で
、

一
九
九
五
年
か
ら
二

O
O
四
年
ま
で

を
「
国
連
人
特
激
育
の
一

O
年
」
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

じ

ん

げ

ん

う

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な

じ

ゅ

的
問
に
ル
ペ
自
由
で
あ
り
一
妙
っ
、

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ

せ

A
M

L

じ

人

付

人

せ

ん

円

ん

は

ん

る
」
と
心
た
世
界
人
権
宣
言
か
ら
半

ゼ
L

舎

あ

い

だ

じ

ん

し

@

さ

社
紀
の
間
に
、
国
連
で
は
、
人
種
差

2

じ

t

k

;

い

し
〈

別
ト
改
性
差
別

・
障
害
者
差
別
な
ど

の
撤
廃
を
は
じ
め
、
子
ど
も
の
権
利

つ
U

さ
つ
r
d

l
j

を
{
寸
る
こ
と
な
ど
、
次
々
と
人
権
に

こ

う

ど

う

命

関
す
る
行
動
を
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。

こ
め
よ
行
吐
掴
糠
的
な
動
き
は
、

め
が
国
の
同
和
教
育
に
と
っ
て
も
、

大
き
な
支
え
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

部
落
嵯
別
初
解
消
を
め
ざ
す
同
和
教

育
を
押
し
進
め
る
た
め
に
は
、
ど
う

し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
解
消
し

そ
ん
ち
・
6

う

かん
が

i

ど

は
う
と
す
る
人
権
尊
重
の
考
え
が
土

台
に
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。今

日
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
、

勺

と

じ

@

ろ

ょ

う

〉

制

に

い

い

最
も
重
要
な
課
題
は
「
人
権
L

で
す
。

き
た
る
二
寸

一
世
紀
は
『
人
権
の
世

紀
ナ
化
も
将
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

平
和
で
豊
か
な
世
界
を
め
ざ
す
国

際
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
人

誰
止
と
い
う

言
葉
は
、
今
、

い
っ
そ
う
の

輝
き
を
ま
し

て
き
ま
し
た
。
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フ月22日(月)大洲市初の英語指導助手惨

とレで、、米国人うや口一・ 1/'/・ハ

ワードぜん (21歳)11着任レまレ定。

ハワードさんld、?ラス1i州コデイ?

っ市生まれで、ハワイの大学き卒業レ

たぱtJ'L/の社会人1年生。 i楽レ〈学

べ3、コミュニケーうヨシのだめの英

語き教え，だい」と意欲ち満々で、夏休

み明けtJ"う、市内の六つの中学校で英

語教師の?うスQシトき務めます。

洪水被害の常襲地区だつだ八多浪地区の総合

的ち治水整備事業 「八多浪地区改修事業」丹、

6年の歳月と約57億円の事業費きちって完成レ

現地で記念の式典11催されましだ。式典121d、

事業主体の建設省、県、市や地元住民怠ど約 1

120人11参加。 桝田市長Lうの手で記念植樹を行

う怠ど、事業の完成き祝いまレた。

見逃すな/洪水情報 フ月10日凶砂

己の度、建設省大洲工事事務所でld、
河)11の洪水状況や浸水状況を監視す~1ì
メうを増設しで、光フ?イパーケーブル

の専用回線で画像情報き大洲市ヘち提供

す3ことにちり、同事務所と大洲市との

聞で、情報の利用目的怠ど!こ関です3協定

11締結されまじだ。

~7月 21 日 (日) 今年ち郷土美化運動11実

施され、市内各地で草刈りや水路の清掃

ちど11行われまレだ。

‘フ月4日休) 大洲市徳森の徳森公

園ヴラウンドでつ、γトペースポー/レ

大会11開tJ'れまレだ。県知的障害者

愛護協会11主催レたちので、松山、

北条、大洲ちど6施設、約 300人11
参加レ、フ、γトペースポー/レでさわ

やtJ'ち汗き流レでいi:Fレだ。
企フ月22日(月)

今年ち水天宮花火大会11盛大12開

催されまレだ。雨のため 日延期レ

で実施され、夜空き大輪の花火11彩
っていまレだ。

d 



墓
礎
年
金
番
号
制
度
ス
タ
ー
ト

平
成
九
年
一
月
か
ら

現
在
の
年
金
番
号
は
、
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
保
険
(
船
員
を
含
む
)
お
よ

び
各
共
済
組
合
な
ど
加
入
制
度
ご
と
に

付
け
ら
れ
て
お
り
、
記
録
の
確
認
な
ど

に
時
間
が
か
か
る
、
記
録
漏
れ
の
場
合

が
あ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
す

べ
て
の
公
的
年
金
制
度
に
共
通
す
る
基

礎
年
金
番
号
の
導
入
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
基
礎
年
金
番
号
は
、
初
め
て
年

金
制
度
に
加
入
し
た
時
点
の
年
金
番
号

(
記
号
番
号
)
を
そ
の
後
加
入
す
る
年

金
制
度
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
使
用

す
る
も
の
で
、
公
的
年
金
制
度
の
年
金

番
号
が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
す
べ

て
の
年
金
加
入
期
間
を
、
同

一
の
番
号

で
記
録
の
整
理
、
年
金
に
関
す
る
手
続

き
、
照
会
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

判
官

J
下
生
J
下
弘
子
泊
予
ま
い
泊
下
生
P
1
M
h

七
月
二
十
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

菅

田

町

和

気

重

子

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金
一
封
(
寄
付
金
)

森

山

菊

地

英

夫

金
一
封
(
寄
付
金
)

若

宮

清

家

重

昭

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

平

野

要

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

阿

蔵

二

宮

始

基
礎
年
金
番
号
の
っ
け
方

O
平
成
九
年
一
月
以
降
、
公
的
年
金
に

新
規
加
入
し
た
人

基
礎
年
金
番
号
を
新
規
に
つ
け
る

O
現
存
の
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ

る
人国

民
年
金
の
記
号
番
号
を
基
礎
年
金

番
号
に
す
る

O
現
存
の
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
る
人

厚
生
年
金
保
険
の
記
号
番
号
を
基
礎

年
金
番
号
に
す
る

O
現
存
の
共
済
組
合
の
加
入
員
(
加
入

員
・
受
給
権
者
で
あ
る
人
)

基
礎
年
金
番
号
を
新
規
に
付
け
る

仔

γ刈
官

P
泊t
F
A
ψ

ドd
功
k
d
u
k
A札
長
X

刊百や礼恰い泊快ド
d
功
k
d乱
k
d
u
k
d功
k
d芯
k
d北
k
d札
k
d机
C

金
一
封
(
二
一
善
地
区
社
協
へ
)

春
賀
佐
々
山
土
口
一

金
一
封
(
寄
付
金
を
新
谷
公
民
館
へ
)

喜
多
山
菖
蒲
園
カ
ラ
オ
ケ
実

行

委

員

会

代

表

者

佐

伯

弘

子

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

津

山

英

子

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
・
上
新
谷

不
老
尚
寿
会
へ
)
新
谷
谷
口
満
久

金
一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

京

都

市

河

野

通

典

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

東

満

徳

金
一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

西

大

洲

藤

江

O
平
成
九
年
一
月
以
後
に
公
的
年
金
に

再
び
加
入
し
た
人
(
過
去
に
国
民
年
金

ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
)

平
成
九
年
一
月
前
の
最
終
加
入
制
度

の
番
号
を
基
礎
年
金
番
号
に
す
る

O
す
で
に
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金

保
険
の
年
金
受
給
者
で
あ
る
人

裁
定
の
基
礎
と
な
っ
た
年
金
手
帳
の

記
号
番
号
(
最
終
加
入
制
度
に
お
け
る

番
号
)
を
基
礎
年
金
番
号
に
す
る
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
へ

宮
⑪
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

ハローワークからの
お知らせ

9月は「障害者雇用促

進月間」です。障害者の

人を安定所の紹介で雇用

された場合は、助成金が

支給されます。詳しくは、

ハローワーク大洲まで。

(ft⑫ 3 1 9 1 ) 

金
一
封
(
平
地
区
社
協
・
平
地
区
自

主
防
災
組
織
・
平
公
民
館
へ
)

徳

森

内

上

勝

昭

金
一
封
(
新
谷
公
民
館
へ
)

新

谷

久

保

田

浩

徳

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

水

沼

正

春

金
一
封
(
と
み
す
寮
へ
)

(
故
)
兵
頭

尚

(
物
品
の
口
座
)

ソ
フ
ァ
ー
一
脚
(
大
洲
学
園
へ
)

若
宮
大
川
家
具
有
限
会
社
代
表

取

締

役

平

田

環

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

九
月
新
刊
案
内

中
国
文
化
大
革
命
博
物
館
柏
書
房

わ
た
し
の
心
の
書
朝
日
新
聞
学
芸
部
編

〈

超

〉

読

書

法

小

林

信

彦

著

人

生

は

後

半

に

輝

く

守

屋

洋

著

若
気
の
至
り
も
四
十
迄
邸
永
渓
著

い

の

ち

発

見

瀬

戸

内

寂

聴

著

逆
説
の
日
本
史
4

井
沢
元
彦
著

サ

ラ

イ

デ

イ

ン

佐

藤

次

官

同

著

わ
が
青
春
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク塚

本
哲
也
著

黒

部

渓

火

口

冠

松

次

郎

著

み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と

Z

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
著

沖

縄

の

心

の

原

点

大

木

田

守

著

有
事
の
ア
ジ
ア
長
谷
川
慶
太
郎
・
他
著

日

本

人

の

本

能

渡

部

昇

一

著

会

社

の

法

律

小

林

英

明

著

見
え
て
き
た
安
心
社
会
津
登
信
子
著

福
祉
を
学
ぶ
福
祉
を
支
え
る

喜
多
祐
荘
・
他
著

白
幡
ミ
ヨ
シ
の
遠
野
が
た
り吉

川
祐
子
編

科
学
の
考
え
方
・
学
び
方
池
内
了
著

地
域
の
水
環
境
を
見
つ
め
て

水
を
き
れ
い
に
す
る
会
編

山
麓
の
野
鳥

吉
野
俊
幸
著

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
探
検
立
花
隆
著

時
代
の
気
分
を
読
む
千
村
典
生
著

か
ん
た
ん
イ
タ
リ
ア
料
理
片
岡
護
著

お

う

ち

で

和

菓

子

矢

島

典

子

編

寿

司

ネ

タ

図

鑑

小

学

館

稲
の
こ
と
は
稲
に
き
け金

沢
夏
樹
・
他
著

正

ア
ニ
メ
の
描
き
方

代
々
木
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
院
著

鶴
の
お
ん
が
え
し
片
岡
鶴
太
郎
著

一
人
き
り
と
一
人
だ
け
和
泉
元
捕
著

10 

テ
レ
サ
・
テ
ン
が
見
た
夢平

野
久
美
子
著

お
茶
と
出
会
っ
て
淡
交
社
編
集
局
編

日
本
語
と
日
本
人
大
江
健
三
郎
・
他
著

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
英
語

小
島
義
郎
著

ね
む
の
木
の
心
の
空
は
い
い
天
気

宮
城
ま
り
子
編

真
っ
白
で
い
る
よ
り
も
谷
川
俊
太
郎
著

竹
の
さ
や
ぎ
を
聞
き
な
が
ら小

松
流
蛍
著

牛

込

御

門

余

時

竹

田

真

砂

子

著

本

朝

銃

士

伝

東

郷

隆

著

樫

の

木

の

テ

ー

ブ

ル

林

京

子

著

静
か
に
眠
れ
お
ま
え
の
墓
の
中
で

柘
植
久
慶
著

松

永

弾

正

久

秀

黒

部

享

著

ピ

ピ

ネ

ラ

松

尾

由

美

箸

男

の

一

生

遠

藤

周

作

著

光

を

感

じ

る

と

き

林

あ

ま

り

著

嫁

ぐ

猫

早

坂

暁

著

白

楽

天

山

口

直

樹

著

食
べ
ら
れ
る
女

M
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
著

セ
カ
ン
ド
・
、
不
イ
チ
ャ

l
A
-
ホ
フ
マ
ン
著

時
の
旅
人

J

・
フ
ィ
ニ
イ
著

ス
ミ
ラ
の
雪
の
感
覚

p
・
ホ
ウ
著

黄
金
の
し
ず
く

M
・
ト
ゥ
ル
ニ
エ
著

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン
フ
2w-

グ
ル
1

ム
著

図

書

館

九
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
郷
土
関
係
古
文
書
」

講

師

芳

我

一

章

先

生

日
時

9
月
お
日
(
水
)

(
9
一
却

j

H
・
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



新
谷
城
山
地
区
に
建
設
中
の

H

城
山

団
地
H

の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

。
申
し
込
み
受
付
期
間

平
成
八
年
九
月
十
日
(
火
)
か
ら

平
成
八
年
九
月
二
十
日
(
金
)
ま
で

(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

午
前
八
時
三
十
分
1
午
後
五
時
ま
で

@
募
集
戸
数

第
二
種
住
宅
十
二
戸
(
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
平
家
建
及
び
三
階
建
)

V
平
家
建
二
戸
(
老
人
世
帯
向
)
、

面
積
約
五
十
三
ぱ
、
六
畳
和
室
二

部
屋
、
九
畳
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
、
浴
室
、
ト
イ
レ

V
三
階
建
九
戸
(
一
般
世
帯
向
・

高
齢
者
対
応
)
、
面
積
約
六
十
九

ぱ
、
六
畳
和
室
二
部
屋
、
九
畳
洋

室
、
九
畳
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
、

浴
室
、

ト
イ
レ

@
入
居
開
始

平
成
八
年
十
月
中
に
入
居
で
き
ま
す
。

O
入
居
資
格

V
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
人

V
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

V
入
居
申
し
込
み
を
し
た
人
と
同
居

す
る
親
族
の
過
去
一
年
間
の
所
得

金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除
(
扶

養
親
族
、
障
害
者
、
老
年
者
な
ど
)

し
た
も
の
を
十
二
で
割
っ
た
額
が

十
一
万
五
千
円
以
下
の
人

V
老
人
世
帯
向
け
住
宅
に
つ
い
て
は

満
六
十
歳
以
上
の
老
人
で
構
成
す

る
世
帯

詳
し
く
は
、
監
理
課
公
営
住
宅
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

告
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
8
2
)

親
業
日
講
座

12-

子
育
て
相
談
を
開
催

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
今
年
度
第
二
回
目
の
講
座
と
子

育
て
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

「
子
供
の
心
を
知
る
に
は
ど
う
す
る

か
L

「
子
供
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
親

の
話
し
方
と
は
」
「
親
子
の
対
立
を
解

く
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
」
な
ど
、
心

理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
も
と

に
し
て
、
一
日
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
一

9
月
比
日
(
土
)

午
後
l
時
却
分

1
4時
却
分

場
所
一
新
谷
公
民
館

受
講
料
・
栢
談
料
一
無
料

担
当
一
親
・
お
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平

林

茂

代

(
小
児
科
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
)

※
詳
し
く
は
、
合
@
0
9
5
8
武
井
、

又
は
怨
⑫
3
2
2
4
久
保
固
ま
で
。

9月9日

身 応 剰
に急 Z
つ 手 志
け当〆7、
ょを竺竺
つ『寸

ま
す
。
実
力
の
つ
く
講
習
で
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
大
洲
消
防
署
消
防
課

(
含
⑪
2
6
6
5
内
線
6
5
4
)
ま
で
。

し
原
の
く
み
取
り
の

申
込
先
が
蛮
わ
り
ま
し
た

し
尿
く
み
取
り
の
申
し
込
み
受
け
付

け
を
市
役
所
で
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

八
月
一
日
よ
り
大
洲
市
汲
取
り
受
付
セ

ン
タ
ー

(宮
@
h
h
1レ
O
)
で
受
け
付

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
の
聞
は
、
市
役
所
で
も
受

け
付
け
ま
す
が
、
お
急
ぎ
の
人
な
ど
は

大
洲
市
汲
取
り
受
付
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夜
間
に
つ
い

て
も
留
守
番
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
地
区
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
正
確
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
生
活
衛
生

係
ま
で
。
告
⑪

2
1
1
1
(内
線

1
6

2
)
 

守義

行
政
書
士
試
験
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
で
は
、
平
成
8
年
度
の
行
政

書
士
試
験
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

V
試
験
の
日
時
一
平
成
8
年
叩
月
幻
日

(
日
)
、
日
時

l
m時
必
分

V
試
験
の
場
所
一
松
山
市
文
京
町

4
番

地
2

松
山
大
学

V
受
験
願
書
の
提
出
期
間
一

平
成
8
年
9
月
2
日
l
m
日
ま
で
の

執
務
時
間
中

(
8
時
却
分
1
口
時
ま

で
)
。

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
同
日

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
o

v
受
験
資
格
や
試
験
科
目
な
ど
詳
細
に

係
る
お
問
い
合
せ
並
び
に
受
験
願
書
の

請
求
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
八
峨
浜

地
方
局
総
務
調
整
課
(
芋l
前
八
幡
浜

市
松
柏
乙
一
一

O
一

8
0
8
9
4

⑫

4
1
1
ー
ま
で
。

備)いの水道設備

ft24-2216 

佐藤水道庖

ft24-4410 

備)内田電気水道設備

ft25-2858 

上甲 建設側

ft24-5914 

傭) オクダ設備

ft24-3674 

滝田商庖

合 25一 0901 

備) 神田鉄工所

ft24-4122 

中野管工 事 工 業

ft24-3792 

城戸電業社

ft25-2944 

西田水道庖

ft26-0265 

(槻土居鉄工所

ft24-4519 

淳 山 水道工事庖

ft24-2583 

(布南予水道住設

会 25-1350

伊予屋住設

ft24-2541 

傭)星加水道設備

合 26-0020

岡福水道工 事 庖

ft24-3656 

徳森設備

ft25-4023 

大塚鉄工所

合 25-0300

樹 丸電工業

ft24-5351 

神南設 備

合 25-4684

(有 ) 三原設備

ft24-3783 

久保鉄工所

ft26-0537 

※給水施設の修理などは、有料で

す。 トイレのつまりなどの排水

管の清掃などについては、清掃

業者に依頼してくださし、。

9月 1日(日)

9月 7日仕)

9月8日(日)

9月14日出

9月15日(日)

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
の
普
及
の

た
め
、
指
導
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
、
万
一
の
事
故
に
備
え

職
場
や
グ
ル
ー
プ
、
各
地
区
で
の
行
事

に
、
応
急
手
当
の
講
習
会
を
取
り
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
独
自
に
「
普
通

救
命
講
習
」
や
「
上
級
救
命
講
習
」
を

行
っ
て
お
り
、
こ
の
講
習
を
修
了
さ
れ

た
人
に
は
「
修
了
証
」
を
交
付
し
て
い

9月16日開)

9月21日出

9月22日(日)

9月23日〈月)

9月28日出

9月29日(臼)

ワ 月 末 ま での

大 洲市 内の 交通 事 故

7月末現在 昨年同期

件 数 132 148 

負傷 者 164 184 

死 者 2 7 

11 



相
談
ご
と
案
内

9月号， 96 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

9
月
9
日

間

山

時

1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

日
時

9
月
初
日
幽
叩
時
1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

9
月
日
日
幽

叩
時

1
日
時

場
所
南
久
米
公
民
館

日
時

9
月
四
日
嗣
叩
時
1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【心
配
一
」
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水

・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

日

時

l
u
時
、
日
時
1
凶
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
2
階
)

【家
庭
児
童
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

おおず広報

【行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

9
月
日
日
同

9
時
i
ロ
時

場

所

市

役

所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑪
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【社
会
保
険
相
談
】

日
時

9
月
5
日
岡
、
白
日

ω

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

宮

⑪

6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
公
⑮
0
9
4
7

【不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

9
月
日
日
岡

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
含
⑫
4
4
5
2

{青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8

@円
ハ
肘

μ
ぽ

【定
期
税
務
相
談
】

日
時

9
月
日
日
樹

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

保健センターだより

.乳幼児健康診査4・
9月3日ω 平成 8年 4月生※

9月12日(利平成 7年2月生

9月24日ω 平成 5年 8月生

※は肱南・久米・肱北・喜多 ・平

地区のみ

受付時間 13: 00-13: 30 
実施場所大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳・アンケー ト

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談・サークル.

9月10日例乳幼児を持つ親子

9月17日例平成 7年11・12月生※

※は肱南 ・久米・肱北 ・喜多 ・平

地区のみ

受付時間 9 : 30-10 : 00 
実施場所式洲市保健センタ ー

持参品母子手帳・パスタオル

n24-3ワワ 5

12 

|休|日|急|患|診|療|
9月1日 小川整形医院(三ノ丸)

(日) 含 23-5596

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

中塚内医院(西大洲)

ft24-0606 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

9月15日 東大洲城戸眼(東大洲)

(日) ft24-1010 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

9月16日 大久保内医院(八多喜)

伺) ft26-1131 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

菊原外医院(若宮)

ft24-4646 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

9月23日 石村整形医院(若宮)

伺) ft23-5767 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

大洲記念病院(徳森)

ft25-2022 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

9月8日

(日)

【市
民
法
律
相
談
}

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

9
月
幻
自

国

叩

時

1
同
時

場
所
大
洲
市
民
会
館
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
@

2
1
1
1
(内
線

3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
5
日
岡

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

叩
時
l
u
時

四
国
電
力

日
時
却
分
1
日
時

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

5
寺
5
子
1
6
土す
心
、7

t
i
nロ
胃
I
4
ノ

胃
i
n
n
司
U

ノ「ノ

.健康相談 ・栄養相談.

日 時 9月30日伺)

10:00-12:00、13:00-15: 00 

実施場所 大洲市保健センター

持 参 品 健 康 手帳

9月22日

(日)

保
健
所
歯
科
相
談

V

マ
タ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク

間
も
な
く
誕
生
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た

め
に
、
健
康
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を

過
せ
る
た
め
に
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

日
時

9
月
児
日
附

日
時
か
ら

V
歯
の
健
康
相
談

日
時

9
月
お
日
例
日
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

8
@
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

.成人病検診及び肺がん・結核検診.

実施日 場 所

9月 6日幽 上須戒連絡所

9月10・11日(火・水) 菅田連絡所

9月18日制基幹集落センター

9月19日(木) 大川連絡所

9月25日(利三善連絡所

9月30日[月) 人多喜連絡所

受付時間

9:30-11 :00、13:00-15: 00 

4砂胃及び大腸がん検診.

実施日 場所

9月6日幽上須戒連絡所

9月25日(対 三善連絡所

受付時間 8:00-10:00 
検診料胃がん 900円

大腸がん 400円
70才以上の人は無料です。

9月29日

(日)

合
⑪
4
1
1
ー
ま
で

{
珠
算
】

試

験

日

受
付
期
間

日
月
幻
日
間

9
月
9
日
1
9
月
幻
日

緑
の
募
金
実
績

今
年
の
緑
の
募
金
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
百
五
万
六
千
百
八
十

円
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
募
金
は
、
緑
化
推
進
の
た
め

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

.婦人がん検診.

実施日 場所

9月6日幽 上須戒連絡所

9月18日(別基幹集落センタ-

9月19日附 大川連絡所

受付時間 13:00-13:30 

検診料乳が ん 200円

子宮がん 700円
70歳以上の人は無料です。
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